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者
を
死
亡
さ
せ
る
事
故
が
発
生
し
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
加
え
て
、
24
年
６
月
に

は
80
代
男
性
大
腸
が
ん
患
者
の
治
療
が

約
１
年
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
る
と
い
う
、

患
者
安
全
管
理
上
の
重
大
違
反
も
起
こ

し
て
い
る
。

中
央
市
民
病
院
が
過
去
６
年
間
に
、

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
少
な
く
と
も
３

度
、
是
正
勧
告
を
受
け
て
き
た
こ
と
も

深
刻
だ
。
医
師
75
人
が
時
間
外
労
働
の

「
上
限
」
を
超
え
て
い
た
件
、
そ
の
後
も
、

医
師
１
人
が
な
お
も
上
限
を
超
え
て
い

た
件
、
そ
し
て
看
護
師
な
ど
８
２
６
人

が
カ
ル
テ
の
確
認
等
で
始
業
前
準
備
等

を
し
た
が
、
そ
れ
が
残
業
時
間
と
し
て

申
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
件
な
ど
だ
。24

年
に
は
42
人
の
医
師
の
退
勤
時
間
と
、

申
告
さ
れ
た
残
業
時
間
と
の
間
に
大
き

な
乖
離
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
労
基
署
か

ら
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
厚
労
省
の
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
評
価
は
、診
療
の
体
制
面
を
中
心
に
行

っ
て
お
り
、
各
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

診
療
水
準
そ
の
も
の
を
評
価
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
も
書
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
「
日
本
一
の
救
急
セ
ン
タ

ー
」
た
る
中
央
市
民
病
院
は
、
同
時
に

「
日
本
一
の
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
」
と
の
評
も

あ
り
、
今
な
お
そ
の
名
誉
と
不
名
誉
の

板
挟
み
に
あ
る
の
だ
。

市
民
病
院
の
苦
悩

中
央
市
民
病
院
の「
断
ら
な
い
救
急
」

方
針
は
、
救
急
患
者
を
軽
症
か
ら
重
症

ま
で
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
、
拒
否
し

な
い
と
い
う
理
想
論
を
体
現
し
た
も
の

だ
。
こ
の
方
針
は
95
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
他
の
医
療
機
関
が
機
能
停
止

に
陥
る
中
、
中
央
市
民
病
院
が
一
手
に

患
者
を
引
き
受
け
、
多
く
の
負
傷
者
を

治
療
し
救
っ
た
成
功
体
験
に
端
を
発
し

て
い
る
。

中
央
市
民
病
院
の
応
需
率
は
95
％

（
24
年
度
）
と
高
く
、
救
急
外
来
患
者 

２
万
７
５
５
５
人
（
同
）
と
全
国
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
。
一
方
で
、
神
戸
市

内
で
は
ど
ん
な
軽
症
で
も
「
ま
ず
中
央

市
民
病
院
へ
」
と
い
う
傾
向
が
と
て
も

強
い
。
最
も
重
篤
な
三
次
救
急
の
患
者

を
主
に
受
け
入
れ
る
「
最
後
の
砦
」
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
軽
微
な
救
急
患
者
も
多
数

押
し
寄
せ
る
「
最
初
の
砦
」
に
も
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
来
、
地
域
の
診

療
所
や
二
次
救
急
病
院
が
担
う
べ
き
役

割
を
、
中
央
市
民
病
院
が
一
手
に
担
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
側
面
が
あ
る
の
だ
。

結
果
、現
場
ス
タ
ッ
フ
へ
の
負
担
、待

ち
時
間
や
処
置
遅
延
、
本
来
三
次
救
急

対
応
を
急
ぐ
べ
き
重
篤
患
者
対
応
力
の

低
下
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
悪

循
環
も
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
三
次
救

急
の
た
め
の
専
門
資
源
が
本
来
の
重
症

対
応
か
ら
遠
の
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。

中
央
市
民
病
院
が
こ
れ
だ
け
多
く
の

救
急
患
者
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る

一
方
で
、
市
内
二
次
救
急
拠
点
（
西
市

民
病
院
、
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
等
）

の
救
急
受
入
件
数
・
応
需
率
の
伸
び
は

相
対
的
に
鈍
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

「
11
年
連
続
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
全
国

第
１
位
」

25
年
４
月
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ

ー
中
央
市
民
病
院
（
以
下
、
中
央
市
民

病
院
）
の
公
式
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に
、

堂
々
た
る
見
出
し
が
躍
っ
た
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
す
る
「
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
評
価
結
果
」。
セ
ン
タ
ー

の
診
療
体
制
、患
者
受
入
実
績
、設
備
・

人
員
配
置
な
ど
の
基
準
を
点
数
化
し
て

評
価
・
公
表
す
る
も
の
で
、
そ
の
評
価

結
果
は
、「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
費
の
補
助
額
に
反
映
」
さ
れ
、「
診
療

報
酬
点
数
の
救
命
救
急
入
院
料
加
算
の

施
設
基
準
」
に
も
な
る
と
謳
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
評
価
対
象
と
な
る
４
つ
の
機

能
・
全
45
項
目
の
す
べ
て
に
お
い
て
満

点
を
獲
得
し
、
最
高
の
『
Ｓ
』
評
価
を

得
た
の
だ
か
ら
、
当
事
者
は
さ
ぞ
晴
れ

が
ま
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
患
者
の
体
内
に
器
具
を
取
り

残
す
医
療
事
故
が
発
生
し
た
の
は
翌
５

月
。
実
は
３
月
に
も
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」

の
誤
投
与
に
よ
り
、
70
歳
代
の
男
性
患

こ
と
が
重
な
り
、
中
央
市
民
病
院
の
ブ

ラ
ッ
ク
職
場
化
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る

と
同
時
に
、
地
域
全
体
で
の
機
能
分
化

の
取
り
組
み
も
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。

近
年
は
さ
ら
に「
巨
額
の
経
営
赤
字
」

と
い
う
不
名
誉
も
加
わ
っ
た
。
23
年
の

単
年
度
で
約
18
億
円
と
い
う
赤
字
が
報

じ
ら
れ
、
24
年
度
は
約
31
・
１
億
円
に

ま
で
膨
ら
ん
だ
。
市
立
病
院
群
全
体
を

運
営
す
る
神
戸
市
民
病
院
機
構
の
24
年

度
純
損
益
の
赤
字
額
は
53
・
０
億
円
に

も
上
る
。
市
の
推
算
で
は
、
仮
に
病
床

稼
働
率
が
現
在
の
88
・
５
％
か
ら
１
０

０
％
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
中
央
市
民

病
院
の
赤
字
は
約
８
億
円
に
ま
で
縮
減

す
る
だ
け
で
、
黒
字
化
と
は
な
ら
な
い

と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
１
０
０
％
の
病
床

稼
働
率
は
現
実
に
は
あ
り
得
ず
、
既
に

市
と
し
て
約
60
億
円
の
運
営
負
担
金
を

投
入
し
た
上
で
の
巨
額
赤
字
で
も
あ
る

た
め
、
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
る
こ
と

は
勿
論
、
全
国
的
に
見
て
も
極
端
に
経

営
が
悪
化
し
て
い
る
病
院
の
代
表
例
に

も
な
っ
て
い
る
の
だ
。

自
治
体
病
院
の
９
割
が
赤
字

「
民
間
企
業
で
い
え
ば
、
倒
産
寸
前
の

よ
う
な
危
機
的
状
況
」

有
識
者
会
議
が
こ
う
断
じ
る
兵
庫
県

も
状
況
は
同
じ
く
深
刻
だ
。
県
内
に
10

あ
る
県
立
病
院
の
昨
年
度
の
収
支
は
、

２
年
連
続
で
全
病
院
が
赤
字
。
そ
の
額

は
23
年
度
の
約
90
億
円
に
対
し
、
24
年

度
は
約
１
２
８
億
円
に
ま
で
悪
化
し
た
。

既
に
23
年
度
末
時
点
で 

内
部
留
保

資
金
の
残
高
は
約
33
億
円
に
ま
で
減
少

し
て
お
り
、
24
年
度
末
に
は
約
68
億
円

の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
と

も
報
道
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
企
業

で
言
う
と
こ
ろ
の
「
破
産
」
寸
前
状
態

だ
。
折
し
も
23
年
10
月
、
５
つ
の
県
立

病
院
で
医
師
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て
、

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
是
正
勧
告
ま
で

受
け
て
お
り
、
苦
境
の
様
相
は
県
市
と

も
変
わ
ら
な
い
。

神
戸
市
や
兵
庫
県
の
み
な
ら
ず
、
全

国
の
自
治
体
病
院
の
経
営
も
急
速
に
悪

化
し
て
い
る
。
物
価
上
昇
、
即
ち
人
件

費
・
材
料
費
・
水
道
光
熱
費
な
ど
の
上

昇
に
診
療
報
酬
改
定
が
追
い
つ
か
ず
、

24
年
度
は
全
国
の
自
治
体
病
院
で
95
％

が
医
業
赤
字
、
86
％
が
経
常
赤
字
、
４

０
０
床
以
上
大
規
模
病
院
で
は
実
に
94

％
が
経
常
赤
字
と
い
う
過
去
最
悪
の
状

況
が
、
既
に
一
般
紙
な
ど
で
も
報
じ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

一
方
で
座
し
て
死
を
待
た
ず
、
改
革

に
着
手
し
始
め
た
自
治
体
も
あ
る
。
大

阪
府
は
救
急
搬
送
が
困
難
な
症
例
の
受

入
実
績
に
応
じ
て
交
付
す
る
「
救
急
搬

送
患
者
受
入
促
進
事
業
費
補
助
金
」
を

拡
充
し
、
救
急
受
入
の
す
そ
野
を
広
げ

る
。
さ
ら
に
府
内
２
ヵ
所
程
度
の
救
急

セ
ン
タ
ー
を
「
熱
傷
セ
ン
タ
ー
」 

と
し

て
整
備
し
、
熱
傷
分
野
で
の
症
例
を
集

約
す
る
と
と
も
に
、
重
症
外
傷
に
つ
い

て
も
同
様
に
「
外
傷
セ
ン
タ
ー
」
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
機
能
集
約
・
技
術
向

上
・
デ
ー
タ
蓄
積
を
め
ざ
す
。

福
岡
市
で
は
、
市
立
こ
ど
も
病
院
に
、

母
体
胎
児
集
中
治
療
室
（
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
）・
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集
中
治
療

室
）・
Ｇ
Ｃ
Ｕ
（
回
復
室
）
な
ど
高
度
周

産
期
医
療
を
集
中
さ
せ
、
市
民
病
院
と

の
役
割
分
担
・
機
能
分
化
を
明
確
に
し

て
い
る
。
横
浜
市
は
、
市
立
港
湾
病
院

を
再
整
備
す
る
際
に
公
設
民
営
（
指
定

管
理
者
制
度
）
化
し
、
民
間
的
な
効
率

化
と
運
営
の
自
由
裁
量
・
独
立
性
を
強

化
し
た
た
め
、
後
継
病
院
の
経
営
は
23

年
度
５
・
１
億
円
、
24
年
度
５
・
１
億

円
と
経
常
黒
字
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
以
外
で
も
、
例
え
ば
地
域
病

院
が
回
復
期
・
慢
性
期
の
転
院
を
受
け

入
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
自
治
体
が

補
助
金
な
ど
で
支
援
す
る
な
ど
、
苦
境

下
で
も
善
戦
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。

「
断
ら
な
い
」「
良
い
医
療
を
す
る
」
と

い
う
誇
り
は
、
住
民
の
命
を
守
る
上
で

不
可
欠
だ
。
だ
が
、
そ
れ
を
続
け
る
に

は
「
病
院
単
体
の
努
力
」
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
挙
げ
て
、
地
域
全
体
で
役
割
分

担
・
機
能
分
化
を
推
進
す
る
な
ど
の
面

的
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

も
は
や
病
院
・
医
師
の
献
身
と
い
う

「
美
談
」
で
、
地
域
医
療
を
持
続
さ
せ
る

時
代
は
終
わ
っ
た
。「
診
療
報
酬
の
改

善
」
と
い
う
雨
乞
い
を
し
て
死
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
自
治
体
も
具
体
的
な
対

応
に
着
手
し
な
け
れ
ば
、
全
国
の
地
方

病
院
は
あ
と
数
年
で
死
屍
累
々
、
壊
滅

的
な
状
態
に
陥
る
だ
ろ
う
。

「ブラック化」が懸念される神戸市立医療センター中央市民病院

「
日
本
一
の
救
急
セ
ン
タ
ー
」は「
日
本
一
の
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
」か

神
戸
発・「
断
ら
な
い
病
院
」の
深
刻
な
経
営
難
と
医
療
事
故 

神
戸
市
議
会
議
員
・
元
国
会
議
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政
策
担
当
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書
　
岡
田
裕
二


